
令和 7 年度 施策評価表

施策 0402 地域間交流の推進
施策担当部 企画政策部 部長 山中　さと子
施策担当課 地方創生推進室 課長 東　奈美

施策の方針 　国内の姉妹都市や友好交流都市、さらには天正遣欧少年使節ゆかりの地などとの地域間交流を推進する。

関連する
SDGsの
ゴール

【ＤＯ（実施）】
後期基本計画（令和３年度～令和７年度）における数値目標

指標名 単位
基準値

（Ｒ１）

Ｒ３目標値 Ｒ４目標値 Ｒ５目標値 Ｒ６目標値 Ｒ７目標値 Ｒ６年度

Ｒ３実績値 Ｒ４実績値 Ｒ５実績値 Ｒ６実績値 Ｒ７実績値 達成率 進捗率

① 姉妹都市・友好交流都市交流事業への延べ参加者数 人 269
476 571 622 1,045 1,500

69.8% 48.6%
339 484 527 729

②

③

④

⑤

施策達成状況の説明

・仙北市・大村市姉妹都市提携45周年記念祝賀会を大村にて開催し、仙北市38名、伊丹市4名、飯南町11名、大村市80名の計133名が集い交流を
深めた。また、令和6年度より伊丹市主催の新たな取り組みである姉妹都市なかよしマルシェへ参加し交流の促進及び事業参加者数の増加に努め
た。
・天正遣欧少年使節ゆかりの地事業では中学生2名を波佐見町及び佐世保青少年の天地へ派遣しゆかりの地（6市、1町）の学生たちの間で地域間
交流が図られた。

施策経費

（単位:千円）
Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度

特記事項
決算 予算 見込

内
訳

事業費 3,528 6,810 4,925

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 4 549 15

一般財源 3,524 6,261 4,910

人件費 5,095 11,008 ─

フルコスト 8,623 17,818 ─

施策の概要（細施策）

040201 地域間交流の推進

　他の地域の人々との交流を通じて相互の理解を深め、広域的振興を図るため、国内の姉
妹都市である秋田県仙北市、兵庫県伊丹市のほか、友好交流都市である島根県飯南町、さ
らには天正遣欧少年使節ゆかりの地や日本遺産に認定された「砂糖文化を広めた長崎街道
～シュガーロード～」構成自治体との多様な地域間交流活動を推進します。
　また、大村湾を活かした地域の活性化を推進するため、大村湾流域自治体５市５町等に
よる連携と交流を推進します。



【ＣＨＥＣＫ（評価）施策担当部長】

施策を達成する上での問題点・課題

【姉妹都市交流事業（仙北市・伊丹市･飯南町）】
　国内の姉妹都市友好都市交流においては、姉妹都市、友好都市の歴史的背景を含め、市民の認識が薄い。

【天正遣欧少年使節ゆかりの地交流事業】
　天正遣欧少年使節ゆかりの地交流事業は、本市の中学生が他市町の生徒と交流し、歴史への理解を深める貴重な機会である。本事業では、ゆ
かりの地を訪問する国内交流に加え、3年ごとにイタリアやポルトガルへの海外派遣を実施。参加者からは高い評価を得ており、教育的効果も十
分に感じらる。一方で、国内交流については申込者が少なく、定員に満たないこともある。その要因として、事業の認知度が十分に浸透してい
ないことが挙げられ、今後は認知度向上が課題である。

【ＡＣＴＩＯＮ（改善・改革）】

上記の問題点・課題を踏まえた事務事業の改善・改革や新規事業についての考え方

【姉妹都市交流事業（仙北市・伊丹市･飯南町）】
これまで大村市姉妹都市親善協会が隔年で実施してきた青少年交流ツアーの方法の見直しの他、姉妹都市・友好都市の魅力を市民が知る機会を
スポット的にでも設けられるよう、協会と協力しながら実施していく。

【天正遣欧少年使節ゆかりの地交流事業】
令和7年度実施の海外派遣事業では、2名の定員を大きく上回る応募があった一方で、国内交流事業については、申込者数が定員に満たない年も
あり、参加促進に向けたさらなる工夫が求められている。今後は、海外派遣事業の高い認知度や注目度を活用し、事業全体の魅力や意義がより
多くの生徒・保護者に伝わるよう、広報の在り方や情報発信の工夫を進めていく。具体的には、市の広報誌、SNSなど多様な媒体を活用し、事業
全体を体系的に紹介するほか、参加者による体験発表などを通じて、生徒自身の関心を高める取組も検討していく。あわせて、交流プログラム
の内容についても必要に応じて天正遣欧少年使節ゆかりの地の7市1町で見直しを図り、参加しやすく魅力ある内容とすることで、事業全体のさ
らなる充実と持続的な実施につなげていきたい。

令和８年度新規事業

事業名 担当課
令和８年度見込

対象・事業概要など
事業費（千円）
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